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３
年
余
り
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
で
人
口
あ
た
り
の
感
染
者

数
が
最
も
多
い
沖
縄
県
。
海
に
囲
ま

れ
、
医
療
資
源
が
限
ら
れ
る
中
、
初

期
段
階
か
ら
病
床
の
使
用
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
し
、
県
の
対
策

本
部
に
入
院
調
整
を
一
元
化
し
て
患

者
の
「
た
ら
い
回
し
」
を
最
小
限
に

抑
え
た
。
感
染
拡
大
を
抑
制
で
き
ず
、

病
床
使
用
率
が
１
０
０
％
を
超
え
る

時
期
が
あ
る
な
ど
綱
渡
り
状
態
だ
っ

た
が
、
次
の
感
染
症
対
応
に
役
立
つ

教
訓
が
あ
る
。

．
丸
と
な
っ
て
難
局
を
乗
り
越

え
て
き
た
。
こ
の
知
見
を
今
後
の
対

策
に
生
か
し
た
い
」
・
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」

に
移
行
し
た
５
月
８
日
、
沖
縄
県
の

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
県
対
策
本
部
の

解
散
式
で
対
応
を
総
括
し
た
。

沖
縄
県
の
感
染
者
数
は
記
万
４
千

人
で
、
県
民
の
４
割
が
感
染
し
た
計

算
に
な
る
。
全
国
平
均
（
”
％
）
を

大
き
く
上
回
り
、
最
も
高
い
。
１
日

の
新
規
感
染
者
数
も
人
口
あ
た
り
で

全
国
最
多
の
期
間
が
計
１
年
超
に
達

し
た
。
若
い
世
代
が
多
く
、
観
光
客

な
ど
人
の
往
来
も
頻
繁
で
、
県
専
門

家
会
議
の
座
長
を
務
め
た
藤
田
次
郎

医
師
は
「
社
会
活
動
の
活
発
さ
が
背

景
に
あ
る
」
と
み
る
。

感
染
拡
大
を
抑
制
で
き
ず
、
病
床

使
用
率
が
１
０
０
％
を
超
え
た
時
期

も
あ
る
。
県
外
か
ら
医
師
や
看
護
師

な
ど
の
応
援
を
受
け
る
な
ど
医
療
崩

壊
が
現
実
味
を
帯
び
た
。
そ
れ
で
も

報
告
さ
れ
た
死
亡
数
は
人
口
あ
た
り

で
全
国
８
番
目
、
感
染
者
に
対
す
る

死
亡
割
合
は
０
．
Ⅳ
％
で
、
全
国
平

均
の
０
．
躯
％
を
下
回
る
。

県
対
策
本
部
で
入
院
調
整
の
司
令

塔
を
担
っ
た
佐
々
木
秀
章
医
師
は

コロナ最多､沖縄の教訓
「
災
害
に
は
な
っ
た
が
、
大
災
害
に

は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

海
に
隔
て
ら
れ
、
も
と
も
と
医
療

資
源
に
限
り
が
あ
る
沖
縄
県
。
感
染

拡
大
の
大
波
を
乗
り
越
え
た
要
因
の

一
つ
に
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
地
域

連
携
の
強
さ
が
あ
る
。

県
で
は
コ
ロ
ナ
対
応
の
全
病
床
の

使
用
状
況
を
県
対
策
本
部
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
加

年
春
の
第
１
波
か
ら
導
入
し
た
。
各

病
院
は
米
グ
ー
グ
ル
の
表
計
算
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
に
使
用
状

況
を
入
力
。
病
院
も
「
ど
の
病
院
が

ど
の
よ
う
な
患
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
の
か
」
が
一
目
で
分
か
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
保
健

所
が
担
っ
て
い
た
入
院
調
整
の
機
能

を
対
策
本
部
に
一
元
化
し
た
。
本
部

常
駐
の
医
師
が
入
院
の
必
要
性
を
判

病
床
情
報
を
共
有
し
て
縁

断
し
た
う
え
で
入
院
先
を
割
り
振

る
。
対
応
に
あ
た
っ
た
米
盛
輝
武
医

師
は
「
透
明
性
の
高
さ
が
信
頼
を
生

み
、
と
も
に
助
け
合
う
『
ゆ
い
ま
－

る
』
に
つ
な
が
っ
た
」
と
説
く
。

東
京
都
は
病
院
や
医
師
や
看
護
師

な
ど
は
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病

院
間
で
情
報
を
共
有
せ
ず
、
救
急
搬

送
先
が
決
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
相
次

い
だ
。
病
床
使
用
率
が
５
割
未
満
な

の
に
医
療
逼
迫
が
起
き
、
補
助
金
で

病
床
を
確
保
し
な
が
ら
患
者
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
な
い
「
幽
霊
病
床
」

も
浮
か
び
上
が
っ
た
。

沖
縄
県
政
策
参
与
を
務
め
た
高
山

義
浩
医
師
は
「
沖
縄
は
満
床
に
な
る

と
本
当
に
行
き
詰
ま
っ
た
が
実
態
を

正
確
に
反
映
し
て
お
り
、
『
埋
も
れ

た
病
床
』
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

ギ
リ
ギ
リ
の
状
況
を
乗
り
越
え
た



沖縄県はリアルタイムの情報共有で病床を活用した 吟
割
分
担

要
因
に
は
、
沖
縄
独
特
の
医
療
史
も

あ
る
。
戦
後
の
米
国
統
治
下
で
復
興

が
進
み
、
医
師
は
複
数
の
診
療
科
を

回
る
米
国
式
の
研
修
で
育
成
さ
れ

た
。
日
本
で
は
“
年
か
ら
義
務
化
さ

れ
た
が
、
沖
縄
県
で
は
年
配
医
師
を

含
め
て
診
療
科
の
枠
を
超
え
て
対
応

す
る
意
識
が
高
い
。

重
症
度
に
か
か
わ
ら
ず
救
急
患
者

を
受
け
入
れ
る
北
米
型
の
救
命
救
急

室
（
Ｅ
Ｒ
）
の
仕
組
み
も
あ
る
。
戦

後
し
ば
ら
く
自
由
開
業
が
認
め
ら
れ

ず
公
的
病
院
を
中
心
に
整
備
が
進

み
、
公
的
性
格
が
強
い
民
間
病
院
が

多
い
こ
と
も
あ
る
。
病
院
長
同
士
で

対
話
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
急
を
要
す
る
重
症
患

者
の
受
け
入
れ
先
を
調
整
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
「
顔
の
見
え
る
関
係

と
、
患
者
を
断
ら
な
い
文
化
が
根
付

⑪各病院が病床
空き状況を

②空き状況を即時に
一覧表示

③医師が症状
から入院先を
判断入力

一色可

い
て
い
る
」
と
沖
縄
の
医
療
関
係
者

は
口
を
そ
ろ
え
る
。

躯
年
１
月
以
降
の
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

型
」
の
急
拡
大
時
に
は
、
県
対
策
本

部
と
医
療
機
関
、
高
齢
者
福
祉
施
設

に
よ
る
連
携
も
有
効
に
機
能
し
た
。

施
設
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集

感染拡大は抑制できず

い
ざ
と
な
っ
た
ら
県
内
の

米
海
軍
病
院
に
お
願
い
す
る

し
か
な
い
１
１
・
沖
縄
県
の

医
療
関
係
者
の
一
部
で
は

「
最
終
手
段
」
も
取
り
沙
汰

さ
れ
る
ほ
ど
医
療
は
逼
迫
し

た
。
地
域
連
携
し
て
も
病
床

な
ど
に
は
限
り
が
あ
る
。
感

染
拡
大
を
抑
制
で
き
な
か
っ

た
ツ
ケ
は
大
き
か
っ
た
。

沖
縄
県
で
は
変
異
型
「
デ

ル
タ
型
」
が
流
行
し
た
創
年

夏
に
は
病
床
使
用
率
が
８
～

９
割
台
で
推
移
し
、
綱
渡
り

の
状
況
が
続
い
た
。
確
保
病

■

医療機関

団
）
が
発
生
し
た
ら
、
対
策
本
部
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
協
力

を
呼
び
か
け
、
応
じ
た
医
師
ら
の
チ

ー
ム
を
施
設
に
派
遣
す
る
流
れ
だ
。

同
年
１
月
下
旬
に
入
院
せ
ず
施
設

な
ど
で
療
養
し
た
コ
ロ
ナ
患
者
数
は

３
０
０
人
近
く
に
達
し
、
デ
ル
タ
型

が
流
行
し
た
幻
年
夏
の
ピ
ー
ク
時
の

３
倍
に
増
え
た
。
そ
の
分
、
病
院
の

負
担
が
減
り
、
コ
ロ
ナ
対
応
医
療
機

関
の
医
師
は
「
コ
ロ
ナ
以
外
の
救
急

体
制
も
維
持
で
き
た
」
と
話
す
。

情
報
共
有
と
役
割
分
担
。
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）

の
対
応
は
、
医
療
機
関
や
介
護
事
業

者
、
自
治
体
な
ど
が
連
携
し
て
高
齢

者
な
ど
を
地
域
で
支
え
る
平
時
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
取
り
組
み
と

共
通
す
る
。
情
報
共
有
と
役
割
分
担

の
た
め
に
医
療
・
介
護
情
報
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
拡
大

な
ど
は
不
可
欠
で
、
感
染
症
危
機
へ

の
備
え
に
も
な
る
。
人
口
あ
た
り
の

感
染
者
が
全
国
最
多
だ
っ
た
沖
縄
県

か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
は
多
い
。

（
那
覇
支
局
児
玉
章
吾
）

床
数
は
同
年
５
月
下
旬
の
緊

急
事
態
宣
言
発
令
か
ら
３
０

０
床
以
上
増
え
、
人
口
当
た

り
病
床
数
も
同
年
９
月
上
旬

時
点
で
全
国
３
位
の
水
準
。

だ
が
感
染
者
の
増
加
ペ
ー
ス

に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。

沖
縄
県
の
糸
数
公
・
保
健

医
療
部
長
は
「
国
内
で
感
染

が
拡
大
し
た
段
階
で
、
政
府

は
全
数
把
握
を
中
止
し
、
原

則
全
て
の
医
療
機
関
で
コ
ロ

ナ
患
者
を
診
ら
れ
る
体
制
に

切
り
替
え
る
べ
き
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

「医療・健康面の記事やコラムに関するご意見、情報を募集しています。電子メール(iryou@nex.nikkei.co.jp)でお寄せくださ


